
ベ
ル
グ
ラ

プ
リ
ン
毛
プ
橋
の
上
で
ー
ド
空
港
午

前
6
時
部
分

の
J
U
槻
に

乗
る
予
定
で

J
A
T
 
(
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ヤ
航
空
事
務

所
4
時
妬
分

発
空
港
バ
ス

に
乘
り
込

む
。
ホ
テ
ル

を
4
時
に
出

て
、
『
連
邦
議

会
』
議
事
堂

前
広
場
を
通

つ
て
J
A
T

ま
で
徒
歩
釦

分
。
も
う
人
が
沢
山
歩
き
、
商
店
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

開
き
始
め
て
い
る
。
と
に
か
く
ユ
ー
.
コ
の
人
の
早
起

き
鼎
く
ぱ
か
り
。
空
港
は
人
で
い
っ
ぱ
い
。
惡
天

候
で
ダ
イ
ヤ
は
混
乱
と
い
う
。
国
際
線
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
は
、
英
・
露
・
仏
語
で
や
っ
て
い
る
が
、
国
内
線

は
セ
ル
ビ
ャ
勇
け
。
と
り
あ
え
ず
航
空
券
を
買

咋
年
の
夏
、
ソ
連
・
東
欧
旅
行
の
さ
い
、
「
バ
ル

カ
ン
の
赤
い
星
」
ー
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
を
訪
れ
た
0

そ
し
て
、
か
ね
て
の
プ
ラ
ン
通
り
、
そ
の
う
ち
の
一

日
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
発
火
地
点
、
サ
ラ
イ
ェ
ヴ

太
に
足
を
連
ん
だ
(
八
月
十
二
日
)
0
 
首
都
べ
ル
グ
ラ
ー

ド
(
『
白
都
、
)
か
ら
西
方
脱
キ
ロ
。

ボ
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
エ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
共
和
国
の
首
都

け
わ

で
あ
る
こ
の
町
は
、
三
方
が
峻
し
い
丘
陵
に
囲
ま
れ

た
谷
問
植
あ
り
、
空
港
か
ら
都
心
ま
で
バ
ス
で
幼
分

ば
か
り
。
 
J
A
T
前
で
降
車
し
て
帰
り
の
便
を
予
約

ι
r

う
0
 
片
道
噺
口
一
号
(
デ
ィ
ナ
ー
ル
)
十
国
内
航
空
税

5
 
ご
一
口
.
(
し
め
て
日
本
円
で
器
.
伽
0
9
0
 
何
度
聞
い
て

も
、
「
天
気
が
悪
い
、
い
つ
出
る
か
わ
か
ら
ん
。
」
と
、

立
派
な
鬚
の
係
員
が
ぷ
っ
き
ら
棒
に
く
り
返
す
。
ソ

連
は
じ
め
社
会
主
義
国
の
「
空
の
旅
」
は
少
し
の
悪
天

候
で
も
欠
航
に
な
る
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
ご
と
に
聞
き
耳

を
立
て
、
何
度
も
中
止
し
よ
う
か
と
思
い
つ
つ
も
、

2
時
間
待
っ
て
ょ
う
や
く
籬
陸
の
運
び
と
な
る
。
同

乘
の
客
は
わ
ず
か
十
数
名
。
飛
行
時
間
部
分
。
サ
ラ

イ
ェ
ヴ
ォ
空
港
着
8
時
驗
分
。

い
か
に
も
南
ス
ラ
ブ
の
町
ら
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
な
が
ら
も
、
一
方
、
四
世
紀
間
に
わ
た
る
ト
ル
コ

帝
国
支
配
の
名
残
を
と
ど
め
、
あ
ち
こ
ち
に
百
を
数

え
る
回
教
寺
院
モ
ス
ウ
や
尖
塔
"
ミ
ナ
レ
ッ
ト
が
そ

ぴ
え
立
つ
ト
ル
コ
"
イ
ス
ラ
エ
ル
風
の
町
サ
ラ
イ
ェ

ヴ
寸
は
、
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
町
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
や
は
り
遅
延
を
斈
抱
し
て
も
訪
問
す
る
に
価
す
る

町
で
あ
っ
九
。

'

,
¥

*
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し
九
後
、
早
速
に
ゞ
店
で
市
璽
図
を
買
っ
。
ど
ぅ

い
う
わ
け
か
、
ソ
連
は
じ
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
ブ
ル

ガ
リ
ア
で
も
社
会
主
義
国
家
で
は
ど
の
都
市
で
も
、

地
図
と
い
え
ば
イ
ラ
ス
ト
風
の
も
の
が
多
い
。
も
っ

と
も
旅
行
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
で
充
分
足
り
る
の
だ

道
行
く
人
の
服
装
か
ら
し
て
も
そ
う
だ
が
、
伺
と

な
く
町
全
体
が
地
味
需
ち
着
い
て
い
る
感
じ
。
地

図
を
頼
り
に
繁
華
街
「
チ
ト
ー
元
帥
通
り
」
を
西
に

進
ん
で
、
更
に
広
壮
な
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
ミ
リ
ャ
ッ
カ
川
冨
=
一
弐
寄
ほ
と
り
に
出
る

川

帽
巧
 
m
ば
か
り
の
こ
の
川
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
大

き
く
、
水
呈
は
少
な
い
が
黄
褐
色
の
泥
水
。
さ
ま
ざ

ま
な
ス
タ
イ
ル
の
美
し
い
橋
が
N
も
架
か
り
、
川
]
.

に
は
高
さ
1
 
m
余
の
石
の
壁
堤
が
あ
る
0
「
と
ぅ
と

う
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
寸
に
来
た
の
だ
ノ
.
」
と
何
度
も
咳

く
。
興
奮
す
る
胸
を
抑
え
つ
つ
、
何
よ
り
も
こ
の
町

を
訪
れ
た
一
つ
の
理
由
、
第
一
次
大
戦
勃
兆
の
歴
史

的
地
点
1
填
洪
帝
国
皇
太
子
狙
撃
地
点
を
鴛
し

よ
う
と
足
を
急
が
せ
た
。

「
あ
れ
だ
ノ
.
あ
れ
が
ラ
タ
イ
ナ
ー
橋
に
違
い
な

い
。
」
と
、
現
在
は
プ
リ
ン
チ
ツ
プ
橋
と
通
称
さ
れ

る
一
つ
の
僑
へ
と
近
づ
く
と
、
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
、
ヤ

ホ
ン
ス
キ
L
 
と
3
人
の
セ
ル
ビ
ア
の
小
ノ
年
が
笑
い
か

れ
る
。
小
学
校
6
年
生
と
い
う
こ
の
小
ノ
年
た
ち
は
明
る
く

元
気
に
溢
れ
て
い
た
。
学
校
は
休
み
だ
が
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
遊
び
か
ら
の
帰
り
と
い
う
。
遠
い
遠
い
は
ず
の

「
日
本
」
の
国
名
を
知
っ
て
い
る
ぱ
か
り
か
、
ひ
と

目
み
る
な
り
、
ヤ
ポ
ン
ス
キ
倉
本
人
)
と
呼
ん
だ
の

に
は
感
激
し
九
0
 
(
日
本
の
小
学
生
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ヤ
の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
ろ
う

か
J
 
し
か
し
、
日
本
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は

と
聞
け
ば
、
「
カ
ラ
テ
」
、
「
ジ
ニ
ー
ド
ー
」
、
「
ソ
ニ

1
」
、
「
セ
イ
コ
ー
」
、
「
ト
ー
キ
,
 
1
」
に
限
ら
れ
て

い
る
0
 
「
キ
,
ー
ト
ー
ウ
ジ
ー
シ
ミ
ズ
ウ
」
と
教
え

て
や
っ
た
の
は
痛
快
。
写
真
を
撮
れ
、
と
い
う
。
十

か

数
枚
撮
っ
た
後
、
チ
ユ
ウ
ィ
ン
ガ
ム
を
噛
み
な
が
ら

話
す
。
ソ
連
の
こ
ど
も
ほ
ど
に
は
ガ
ム
を
珍
ら
し
が

ら
な
い
0
「
プ
リ
ン
チ
ッ
プ
」
ヤ
ニ
コ
9
で
の
名
を
い
う

時
は
誇
ら
し
げ
に
熱
を
い
れ
て
話
す
。
セ
ル
ビ
ャ
語

は
ロ
シ
ャ
語
以
上
に
巻
き
舌
に
な
っ
て
往
々
に
唾
が

と
ぷ
。橋
の
た
も
と
か
ら
筋
向
い
に
三
階
建
の
 
7
若
き

ボ
ス
ニ
ア
"
博
物
館
』
子
§
.
昼
§
 
W
o
m
昆
、
、

(
通
称
『
プ
リ
ン
毛
プ
博
物
館
」
)
が
あ
る
0
 
第
一
次
大

戦
の
導
火
線
と
な
っ
た
、
所
調
「
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
*
事

作
」
は
、
こ
の
博
物
館
前
、
当
時
は
食
品
店
「
シ
ラ

ル
ー
ヴ
プ
ト
ス
キ
リ
・
」
(
セ
ル
ボ
ー
ク
ロ
ア
ー
ト
語
が
話

せ
る
か
)
と
聞
い
て
く
る
0
 
「
ダ
・
ダ
・
ゴ
ー
ヴ
分
リ

ム
・
マ
ー
ロ
 
0
 
-
フ
、
ス
メ
ー
一
ブ
・
り
・
メ
 
0
・
(
う
ん
、

小
ノ
し
だ
が
話
せ
る
。
私
の
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
。
)
こ

う
し
て
会
話
が
始
ま
る
。
セ
ル
ボ
ー
ク
ロ
ア
ー
ト
話

は
ロ
シ
ャ
語
と
同
じ
く
ス
ラ
ヴ
語
で
あ
っ
て
も
、
ま

姦
っ
九
階
調
の
り
ズ
ム
祭
あ
り
、
発
音
と
く
に

イ
ン
ト
ネ
イ
シ
ャ
ン
が
難
か
し
い
。
首
を
か
し
げ
て

「
今
の
は
ロ
シ
ャ
語
か
一
と
聞
か
れ
て
慌
て
さ
せ
ら

フ
り
ン
チ
ッ
プ
の
靴
痕
に
立
つ
筆
者

り
・
ス
ル
ー
プ
ス

け
る

が
0

0
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ア
」
の
前
で
起
き
た

ア
ッ
ペ
ル
・
ケ
イ
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
セ
フ
街
(
現

名
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
人
民
軍
隊
、
大
通
り
)
の
一
父
差
点

か
ら
七
歩
の
所
。
犯
人
は
ガ
ヴ
リ
ロ
・
プ
リ
ン
チ
ッ

プ
(
0
》
ぐ
刈
戸
0
 
「
智
乞
n
司
一
誤
.
ぐ
一
一
.
一
竪
1
N
伽
.
一
く
.
一
中

届
肪
患
で
獄
死
)
。
当
年
四
歳
。
『
大
セ
ル
ビ
ャ
主
義
』

,
■
】
ル
ナ
,
.
ル
ー
角

を
奉
じ
る
秘
密
結
社
『
黒
手
組
』
の
メ
ン
バ
ー
。
高

校
3
年
生
。
貧
農
の
家
に
生
ま
れ
、
純
真
で
熱
烈
な

愛
国
的
民
族
主
義
者
で
あ
っ
た
が
病
弱
。
狙
撃
地
点

に
は
、
プ
リ
ン
チ
ッ
プ
の
靴
痕
が
歩
道
に
彫
り
込
ん

で
あ
る
が
、
右
足
は
真
っ
直
ぐ
に
、
左
足
は
や
や
左

斜
め
に
開
い
て
い
る
。
こ
ど
も
た
ち
が
、
写
真
を
と

つ
て
や
る
か
ら
博
物
館
の
わ
き
に
立
て
、
と
い
う
。

プ
リ
ン
チ
ッ
プ
の
射
撃
の
構
え
を
想
像
し
つ
つ
そ
の

靴
痕
の
上
に
の
り
(
前
頁
写
真
の
よ
う
に
)
、
想
い
を
遠

く
釦
年
前
の
、
一
九
一
四
年
六
月
二
十
八
日
、
日
曜

'

日
、
午
前
十
一
時
二
十
分
の
情
景
に
馳
せ
て
い
た
。

*

何
で
あ
る
か
を
察
し
た
彼
ら
は
た
ち
ま
ち
激
昂
し
て

犯
人
に
殺
到
す
る
。
犯
人
は
ピ
ス
ト
ル
を
我
が
胸
に

当
て
て
自
決
し
よ
う
と
す
る
。
誰
か
が
そ
の
腕
を
抑

え
る
。
抜
刀
し
て
躍
り
か
か
る
侍
従
武
官
を
先
頭

に
、
官
・
群
衆
は
四
方
か
ら
犯
人
に
迫
り
、
殴
る
、

打
つ
、
抑
え
つ
け
る
、
蹴
る
。
犯
人
は
血
ま
み
れ
に

な
っ
て
転
げ
回
る
。
だ
が
、
さ
す
が
に
、
混
乱
の
隙

を
ね
ら
っ
て
素
早
く
服
毒
。
で
も
効
果
な
く
、
つ
い

に
不
本
意
に
も
捕
縛
さ
れ
て
し
ま
っ
九
。

道
幅
7
 
m
ぱ
か
り
の
狭
い
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
セ
フ
街

を
進
行
し
て
来
、
行
路
変
更
の
九
め
一
旦
停
止
し
た

そ
の
瞬
間
、
皇
太
子
夫
妻
座
乗
の
第
2
号
車
め
が
け

て
発
射
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
射
程
距
誹
わ
ず
か
2
m

足
ら
ず
。
一
発
は
皇
太
子
の
頸
部
に
、
一
発
は
皇
太

子
妃
の
下
腹
部
に
命
中
。
鮮
血
に
染
ま
る
妃
を
抱
き

し
め
、
苦
痛
に
顔
を
ゆ
が
め
つ
つ
も
、

、
、
仏
0
、
ミ
曳
~
.
、
仏
0
、
ミ
血
~
.
、
仏
村
§
靴
一
.
6
ミ
.
、
加
~
価
§
、
ミ

ト
§
轄
＼
§
ミ
ミ
爽
ミ
等
.
、
、
、
と
声
を
し
ぽ
っ
て

叫
び
つ
づ
け
た
皇
太
子
の
声
が
聞
え
て
く
る
よ
う
。

巧
分
間
を
お
い
て
両
人
と
も
絶
命
。
填
ハ
プ
ス
ブ
ル

グ
王
家
の
冷
た
い
迫
害
の
中
に
愛
を
結
ん
だ
彼
ら
に

と
っ
て
く
し
く
も
こ
の
日
、
六
月
二
十
八
日
は
結
婚

悪
日
(
大
公
噐
歳
、
大
公
妃
心
歳
)
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ふ
と
我
に
か
え
る
と
、
頭
上
に
は
バ
ル
カ
ン
の
夏

ハ
ー
ン
、
ハ
ー
ン
、
銃
声
税
け
さ
ま
に
二
発
起

こ
っ
九
。
填
洪
帝
国
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ

イ
ナ
ン
ト
大
公
夫
妻
一
行
を
迎
え
て
湧
き
立
つ
沿
道

の
群
衆
は
一
瞬
范
然
と
し
て
静
ま
り
返
っ
た
。
実
は

同
じ
日
に
こ
れ
で
二
度
も
の
凶
変
で
あ
る
。
事
態
が

*

の
太
陽
が
カ
ン
カ
ン
と
照
り
つ
け
る
。
暑
く
て
帽
子

を
脱
ぎ
た
い
ぐ
ら
い
。
だ
が
そ
う
も
い
か
ぬ
(
0
・
)
。

『
博
物
館
』
に
入
り
九
い
か
ら
と
い
っ
て
こ
ど
も

た
ち
と
別
れ
る
0
 
「
ヴ
エ
ー
リ
カ
・
フ
ヴ
プ
ー
ラ
0

カ
ダ
・
チ
エ
モ
・
セ
・
ヴ
ィ
デ
チ
0
 
ド
・
ヴ
ジ
エ
ニ

〒
」
(
大
へ
ん
有
建
う
。
い
つ
の
日
か
ま
北
0
 
さ
よ
う
な

、し

ら
J
博
物
鯨
と
い
っ
て
も
三
階
建
の
一
階
だ
け
。
印

平
方
m
ぱ
か
り
。
入
館
料
は
巧
ご
ヨ
.
と
い
う
の
に

館
長
ら
し
き
白
髪
の
品
よ
い
人
物
(
今
は
「
Z
請
§

『
日
本
人

の
肩
霄
を
も
つ
と
い
う
暗
殺
那
件
目
撃
者
)

が
、

か
?
な
ら
料
金
は
要
ら
ん
ノ
.
よ
く
来
て
く
れ
ま

し
た
』
。
と
握
手
を
求
め
九
。
か
つ
て
私
が
書
い
九

『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
史
』
の
コ
ピ
ー
を
贈
呈
し
九
0

館
内
正
面
壁
に
は
プ
リ
ン
チ
ッ
プ
の
大
き
な
顔
の
レ

リ
ー
フ
、
横
に
は
『
自
由
の
志
士
プ
リ
ン
チ
ッ
プ
』

ガ
,
ス

と
銘
刻
。
硝
子
ケ
ー
ス
内
の
展
尓
品
は
、
事
件
を
報

じ
る
当
時
の
新
聞
・
号
外
、
黒
手
組
メ
ン
バ
ー
の
手

記
・
写
声
へ
電
報
、
若
干
の
遺
留
品
、
武
器
類
。
事

件
に
対
す
る
填
政
府
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
諸
国
で
の

反
等
を
察
す
る
に
足
る
若
干
の
記
録
、
資
料
な
ど
。

し
か
し
、
世
界
的
破
局
・
世
界
大
戦
の
原
因
と
な
っ

た
歴
史
的
事
件
の
資
料
と
し
て
は
、
余
り
に
も
不
十

分
で
断
片
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
館
長
の
説
明
で

は
、
首
都
べ
ル
グ
ラ
ー
ド
の
国
立
資
料
図
書
鯨
に
は
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ぽ
う暦
大
の
裁
判
関
係
そ
の
他
の
記
録
が
保
管
さ
れ
て

い
た
が
、
今
次
大
戦
時
、
ド
イ
ツ
軍
の
空
爆
で
こ
と

ど
と
く
灰
燿
に
帰
し
九
と
い
う
。

館
を
出
て
徒
歩
巧
分
ば
か
り
で
バ
シ
ユ
・
チ
ャ
ル

シ
ャ
市
場
如
噐
・
密
誘
昔
に
着
く
。
そ
の
風
景
は
ま

さ
に
イ
ス
ラ
ム
ー
ア
ラ
ブ
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
が

社
会
主
義
の
国
、
ス
ラ
ヴ
の
国
か
と
何
度
か
疑
う
。

か
'

行
き
か
う
人
び
と
は
ト
ル
コ
帽
を
被
り
、
ト
ル
コ
風

の
チ
.
ツ
キ
に
、
裾
を
く
く
っ
九
ズ
ボ
ン
を
は
い
て

い
る
。
回
教
寺
院
に
囲
ま
れ
た
広
場
に
は
、
壷
、
皮

銅
・
金
銀
細
工
、
宝
石
、
粧
椴
、
織
物
か
ら
刺
繍

.

*

*

も
の
、
あ
ら
ゆ
る
民
芸
品
を
含
ん
で
の
品
物
を
売
る

小
露
店
が
立
ち
並
ぷ
。
客
呼
ぷ
声
は
ト
ル
コ
語
と
セ

ル
ボ
"
ク
ロ
ア
ー
ト
語
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
の

雰
囲
気
は
ま
さ
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
大
バ
ザ
ー
ル

や
、
エ
ジ
プ
ト
・
バ
ザ
ー
ル
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
。

セ
ル
ビ
ャ
風
民
芸
品
若
千
を
買
う
。
値
切
れ
ぱ
ま
け

て
く
れ
る
不
思
議
な
社
会
主
義
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

イ
ヤ
、
共
産
主
義
の
国
で
あ
っ
て
、
「
共
産
圏
」
で

な
い
国
の
顔
を
そ
こ
に
か
い
ま
見
た
。
私
は
、
更
に

か
つ
て
の
満
洲
で
の
光
景
を
も
思
い
出
し
て
い
九
。

や
や
小
高
い
せ
い
か
、
背
後
の
デ
ィ
ナ
ー
ル
・
ア

'
'
L
、

ル
プ
ス
の
山
々
の
中
腹
か
ら
麓
に
か
け
て
赤
い
ス
レ

ー
ト
瓦
の
民
家
が
一
面
に
建
ち
、
そ
の
間
に
モ
ス
ク

や
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
林
立
す
る
の
が
一
望
で
き
る
。
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ヤ
寺
院
に
似
せ
て

造
っ
た
べ
ゴ
ヴ
ァ
"
ジ
ユ
ミ
ア
回
教
寺
院
(
十
六
世

紀
)
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
0
 
と
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
前
の
公
園
広
場
で
は
近
隣
の
個
人
農
が
持
ち
込
ん

だ
野
菜
・
果
物
・
花
の
市
が
立
ち
、
明
る
い
陽
気
な

雰
囲
気
の
中
で
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

「
、
ハ
ル
カ
ン
の
黒
い
士
」
が
は
ぐ
く
む
農
作
物
は
豊

か
だ
。ミ
リ
ャ
ッ
カ
川
に
沿
う
て
ア
ッ
ペ
ル
・
ケ
イ
を
走

る
竃
車
に
乗
る
。
後
部
乗
車
口
に
は
日
本
の
箔
の

番
台
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
に
、
車
掌
が
座
席
し
て

切
符
を
売
る
。
変
な
感
じ
。
ど
こ
の
国
で
も
車
掌
は

立
っ
て
い
る
か
、
ぷ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
が
普
通
な

の
に
。
ラ
テ
ン
風
の
力
フ
ェ
テ
リ
ア
で
食
事
を
と

る
。
ソ
連
の
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り
は
迅
速
で
感
じ
が
よ

街
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
身
長
計
と
体
重
計
と
を

)
0
し置
い
て
、
じ
い
さ
ん
が
一
回
2
2
3
 
里
=
.
を
と
る

珍
商
売
。
煙
草
を
ふ
か
し
た
靴
磨
き
少
年
が
客
を
呼

ぷ
。
粗
未
で
地
味
な
服
装
を
し
て
は
い
る
が
、
若
い

男
女
が
手
を
と
り
組
ん
で
陽
気
に
笑
い
さ
ざ
め
き
通

つ
て
行
く
。

「
チ
ト
ー
元
帥
通
り
」
に
面
し
た
、
と
あ
る
本
屋

に
入
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
で
は
外
貨
両
替
の

籍
の
東
欧
諸
国
の
よ
う
な
ボ
ー
ナ
ス
制
度
が
な

そ
の
た
め
か
 
d
仂
仙
一
.
8
Ⅱ
昂
.
N
↓
口
一
=
曾
の

)
0
し一
父
換
レ
ー
ト
は
高
く
思
え
る
が
、
本
だ
け
は
こ
の
国

は
安
い
。
本
棚
に
ゲ
オ
ル
ギ
イ
ェ
・
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル

ス
キ
教
授
(
べ
ル
グ
ラ
ー
ド
大
学
)
の
 
6
巻
全
集
1

『
ビ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
史
』
を
発
見
し
た
と
き
、
ど
ん

な
に
胸
が
高
な
っ
た
こ
と
か
。
セ
ル
ビ
ャ
語
で
の
こ

の
大
巻
が
わ
ず
か
鋤
■
昔
.
。
ビ
ザ
ン
ツ
史
研
究
者

015

丸
ん

に
は
垂
淀
の
轡
で
あ
る
の
に
。

か
つ
て
長
ら
く
、
ボ
ス
ニ
ア
地
方
で
の
考
古
学
研

究
の
『
年
報
』
 
1
《
9
三
戻
》
を
送
っ
て
く

バ
シ
ュ
ー
チ
一
ル
シ
¥
市
場
付
近
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れ
た
「
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
寸
地
方
博
物
館
 
N
ミ
一
冨

ミ
仁
N
巳
仁
 
m
曾
ご
●
呑
を
訪
ね
た
。
こ
こ
の
館
長
が

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
生
き
残
り
の
勇
士
ホ
ポ
ヴ
ィ
チ

博
士
δ
ぐ
同
↓
欠
0
 
■
.
「
0
剛
0
ぐ
お
で
あ
る
こ
と
も
知

つ
て
い
た
か
ら
。
し
か
し
、
残
念
に
し
て
時
間
が
遅

く
閉
館
。
仕
方
な
く
地
図
を
頼
り
に
『
サ
ラ
イ
ェ
ヴ

*
大
学
』
を
探
し
あ
ぐ
ね
た
が
わ
か
ら
ぬ
。
や
が
て

タ
一
谷
迫
る
ミ
リ
ャ
ッ
カ
川
畔
に
、
郵
便
局
と
並
ん
だ

余
り
に
も
小
さ
な
建
物
の
大
学
を
見
出
し
た
と
き
に

は
、
い
さ
さ
か
期
待
外
れ
の
感
が
し
な
い
で
も
な
か

つ
た
。
ユ
ー
ゴ
の
最
高
学
府
『
べ
ル
グ
ラ
ー
ド
大

学
』
が
こ
れ
ま
た
格
式
張
ら
ぬ
目
立
九
ぬ
存
在
で
あ

つ
た
の
と
も
思
い
併
せ
、
建
物
ぱ
か
り
立
派
な
日
本

の
大
学
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
チ
ト
ー
自
身

の
命
に
よ
り
べ
ル
グ
ラ
ー
ド
市
街
で
は
一
枚
と
し
て

見
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
ガ
偉
大
な
指
導
者
"
チ
ト

1
大
統
領
の
写
真
が
、
隣
の
郵
便
局
正
面
玄
関
に
、

大
き
く
元
師
服
で
掲
げ
て
あ
っ
た
の
は
印
象
深
い
。

立
を
か
ち
と
る
た
め
の
反
抗
、
死
闘
。
こ
う
し
て
バ

ル
カ
ン
の
土
は
彼
ら
の
執
{
き
血
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
苦
闇
の
途
を
歩
き
、
し
か
も
、

、
、

、
、
七
つ
の
国
境
を
接
す
る
六
つ
の
共
和
国
(
各
ヴ

エ
ニ
ア
、
ウ
ロ
ア
チ
ア
、
求
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
エ
ゴ
ヴ
ィ

ナ
、
セ
ル
ビ
ャ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
マ
ケ
ド
ニ
ャ
)

、
、
五
つ
の
民
族
(
セ
ル
ビ
ャ
人
、
ク
0
 
ア
チ
ア
人
、
ス
0

ヴ
ェ
ニ
ア
人
、
マ
ケ
ド
ニ
ャ
人
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
)

、
、
四
つ
の
一
晶
(
セ
ル
ビ
ャ
語
、
ク
0
 
ア
チ
ア
語
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
、
マ
ケ
ド
ニ
ャ
茜
巴

、
、
三
つ
の
宗
教
(
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
、
イ

ス
ラ
ム
ー
回
教
)

、
、
二
つ
の
文
字
(
キ
リ
ー
ル
文
字
、
ラ
テ
ン
文
字
)

、
、

そ
し
て
一
つ
の
国
1
 
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
社
会

主
義
連
邦
共
和
国
」
と
い
う
多
民
族
複
合
文
化
の
複

雑
な
国
情
を
も
つ
こ
の
国
の
行
方
を
思
い
、
薄
蓉
の

'

田
舎
町
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
今
で
、
ひ
と
り
思
案
に
耽
け
る

の
で
あ
っ
た
。

壊
洪
帝
国
に
抗
し
た
プ
リ
ン
チ
ッ
プ
の
愛
国
精
神

は
、
ナ
チ
ス
に
抵
抗
し
た
「
。
ハ
ル
チ
ザ
ン
精
神
」
で

あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
ク
社
会
主
義
の
祖
国
"

ソ
連
に
抵
抗
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
闘
争
に
建
国
の

成
否
を
賭
け
て
独
自
の
社
会
主
義
の
道
を
歩
ん
だ
チ

ト
ー
の
精
神
ー
チ
ト
ー
イ
ズ
ム
で
あ
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
、
と
。
ユ
ー
ゴ
共
産
主
義
者
同
盟
(
共
産

党
)
の
機
関
誌
『
ボ
ル
バ
』
 
W
又
語
が
「
闘
争
」

を
意
味
す
る
の
は
故
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
今
日
、
チ
ト
ー
大
統
領
の
高
齢
化
露
歳
)

は
バ
ル
カ
ン
の
将
来
を
不
穏
な
も
の
に
し
つ
つ
ぁ

る
。
ア
ラ
ブ
と
の
関
係
を
深
め
る
ソ
連
に
と
っ
て
バ

ル
カ
ン
の
戦
略
的
重
要
性
は
倍
加
し
た
し
、
ア
ル
バ

ニ
ャ
の
海
軍
基
地
の
回
復
、
ル
ー
マ
ニ
ア
黒
海
沿
岸

の
「
ド
ブ
ル
ジ
ャ
回
廊
」
獲
得
を
ね
ら
う
ソ
連
の
野

心
と
脅
威
は
、
ユ
ー
ゴ
を
含
む
バ
ル
カ
ン
三
国
の
運

命
を
大
き
く
左
右
す
る
、
と
い
う
。
第
2
の
サ
ラ
イ

エ
ヴ
ォ
事
件
が
起
こ
ら
な
い
と
誰
が
保
証
し
得
よ

う
0
 
チ
ト
ー
去
り
し
後
の
ユ
ー
ゴ
の
道
は
、
東
か
、

西
か
、
そ
れ
と
も
非
同
盟
中
立
の
名
誉
あ
る
路
線
を

歩
み
つ
づ
け
る
か
。
私
は
ユ
ー
ゴ
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
が
故
に
、
チ
ト
ー
以
後
の
こ
の
国
が
気
が
か
り
と

、
ム
る
0

想
え
ば
、
民
族
の
十
字
路
と
よ
ぱ
れ
た
バ
ル
カ
ン

の
国
ぐ
に
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
「
呪
わ
れ
た
流
血
の

歴
史
」
で
あ
っ
た
。
莫
藤
と
妥
協
、
弾
圧
と
抵
抗
。

伎
略
せ
る
外
国
支
配
者
の
覇
紳
を
脱
し
て
民
族
の
独

(
香
里
中
高
教
諭
・
世
界
史
)

,
¥

,
¥
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